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羽茂高等学校郷土芸能部　全国高等学校総合文化祭…
郷土芸能部門「最優秀賞・文部科学大臣賞」受賞……2
『2016佐渡動物愛護フェスティバル』を開催します……3

平成27年度定期監査（後期）の結果に基づいた…
改善措置等の状況について…………………… 12～13
公営住宅の入居者を募集します…………………… 16

市報は、市ホームページ（https://www.city.sado.niigata.jp）、マイ広報紙（https://mykoho.jp/）からもご覧いただけます。

佐渡民謡の魅力を全国へ発信 
「羽茂高等学校郷土芸能部」
　７月30日から８月１日に広島県の三原市芸術文化センターで
行われた全国高等学校総合文化祭の郷土芸能部門において、最優
秀賞・文部科学大臣賞を受賞されました。
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 全国高等学校総合文化祭　郷土芸能部門

「最優秀賞・文部科学大臣賞」受賞

　

７
月
30
日
㈯
か
ら
８
月
１
日
㈪
、
広
島
県
の
三
原
市
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
で
第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
２
０
１
６
ひ
ろ
し
ま
総
文
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
羽
茂
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
が
参
加
し
た
郷
土
芸

能
部
門
は
、
全
国
か
ら
58
校
が
参
加
す
る
激
戦
部
門
で
し
た
が
、
会
場
内

を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
同
校
が
見
事
「
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
羽
茂
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
と
し
て
、
10
年
連

続
で
出
場
し
た
全
国
大
会
で
悲
願
の
日
本
一
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
部
は
、
顧
問
の
教
員
の
ほ
か
に
、
地
元
民
謡
団
体
の
羽
茂
民

謡
研
究
会
所
属
の
２
人
の
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
、
地
域
全
体
で
練
習
を

支
え
合
い
な
が
ら
伝
統
芸
能
の
継
承
や
佐
渡
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

る
活
動
を
し
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

先
生
方
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
練
習
へ
の
意
欲
が
日
々
強
く
な
り
、

細
か
い
指
導
に
対
し
て
も
熱
心
に
聞
き
受
け
る
姿
勢
が
今
回
の
成
果
に
つ

な
が
っ
た
」「
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
実
績
を
積
ん
で
、
自
信
を
も
っ
て
佐

渡
の
芸
能
を
今
後
も
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

羽
茂
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
郷
土
芸
能
部
を
支
え

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

全国高等学校総合文化祭の様子（羽茂高等学校写真提供）

出迎えの皆さんに受賞の喜びを伝える部長の木ノ下さん

先輩のもつ技術を後輩へ伝える

先生の指導を熱心に聞く部員たち
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『
２
０
１
６
佐
渡
動
物
愛
護

      
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』を
開
催
し
ま
す

　

今
年
も
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
各
種
あ

り
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
閉
会
後
に
同
会

場
に
て
動
物
供
養
祭
を
行
い
ま
す
。（
写
真

等
の
持
込
可
で
す
。）

日
時　
９
月
22
日
（
木
・
祝
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
（
雨
天
決
行
）

会
場　
両
津
湊
「
お
ん
で
こ
ド
ー
ム
」

※�

路
上
駐
車
は
近
隣
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容

・
動
物
愛
護
表
彰
式

・
動
物
な
ん
で
も
相
談

・
新
し
い
飼
い
主
探
し

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
ッ
グ
実
演

・
犬
の
ト
リ
ミ
ン
グ
実
演

・
家
庭
犬
し
つ
け
方
教
室

・
乗
馬
体
験

・
仔
牛
、
山
羊
ふ
れ
あ
い

・
動
物
お
も
し
ろ
ク
イ
ズ

・
ふ
れ
あ
い
訪
問
活
動
紹
介

・
綿
あ
め
の
提
供

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
迷
子
札
作
り
体
験

・
動
物
愛
護
協
会
加
入
受
付

※�

飼
い
主
探
し
の
動
物
展
示
は
行
い
ま

せ
ん
。
譲
渡
希
望
の
場
合
、
当
日
は

受
け
付
け
の
み
行
い
、
後
日
の
受
け

渡
し
と
な
り
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

２
０
１
６
佐
渡
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
事
前
に
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
募
集
対
象
者　

高
校
生
以
上

・
募
集
人
数　
　

10
人
程
度

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
佐
渡
支
部
事
務
局

　

☎
74
―
３
３
９
９

　

市
役
所
環
境
対
策
課
環
境
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

 

平
成
29
年
度 

佐
渡
市
農
林
水
産
業
振
興
事

業
補
助
金
の
要
望
に
つ
い
て

　

団
体
・
個
人
が
行
う
土
地
改
良
事
業

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対�

象
者　
平
成
29
年
度
中
に
基
盤
整
備
・

土
地
改
良
事
業
を
行
お
う
と
す
る
団

体
お
よ
び
個
人

対�

象
事
業　
農
道
整
備
・
か
ん
が
い
用

排
水
路
・
た
め
池
改
良
な
ど

補
助
率

　

事
業
費
の
30
％
か
ら
50
％
以
内

必
要
書
類

　

要
望
書
・
見
積
書
・
図
面
等

※�

要
望
用
紙
は
、市
役
所
農
林
水
産
課
農
村
整

備
係
、各
支
所
産
業
係
、各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
地
域
支
援
係
の
担
当
窓
口
に
設
置
し

ま
す
。

提
出
先

　

市
役
所
農
林
水
産
課
（
第
２
庁
舎
）

提
出
期
間

　

10
月
３
日
㈪
～
10
月
31
日
㈪

　

午
後
５
時
ま
で

事
業
決
定
の
内
示

　

要
望
書
の
内
容
を
確
認
し
、
平
成
29

年
４
月
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。
採
択
要

件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
農
林
水
産
課
農
村
整
備
係

　

☎
63
―
３
７
６
１
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特
定
計
量
器（
は
か
り
）定
期
検
査
を
行
い
ま
す

4

日
程　
10
月
22
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

会
場　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

　
（�

チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・
Ｅ
ス
タ
ン
ド
自
由

席
の
み
）

応
募
条
件　
佐
渡
市
在
住
者

募
集
人
数　
２
０
０
人

応
募
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏
面

　
①
10
月
22
日
浦
和
、
②
住
所
、

　
③
氏
名
・
年
齢
、
④
電
話
番
号

　
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の
方
）

　
⑥
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数（
２
枚
ま
で
）

　
⑦
後
援
会
資
料
請
求
（
す
る・し
な
い
）

　

を
記
載
し
、
返
信
用
表
面
に
返
信
先

（
ご
自
分
）
の
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の
上
、

宛
先
に
送
付
し
て
下
さ
い
。

※�

チ
ケ
ッ
ト
３
枚
以
上
ご
希
望
の
場
合
、優
待
価
格

（
大
人
１
，６
０
０
円
・
小
中
高
５
０
０
円
）に

て
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
枚
に
つ
き
５
０
０
円
で

指
定
席
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

※�

往
復
ハ
ガ
キ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限
り
有
効
で
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

応
募
期
限　
10
月
７
日
㈮
必
着

受�

け
渡
し　
ご
招
待
の
可
否
を
返
信

用
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
10

月
14
日
㈮
予
定
）。
ご
観
戦
い
た
だ
く

方
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
上
、

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の

Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広
場「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」

に
て
チ
ケ
ッ
ト
と
お
引
き
換
え
後
に
ご

入
場
・
ご
観
戦
と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
９
５
０
―
０
９
５
４

　

新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２
―
１
―
10

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会

　
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係

お
問
い
合
わ
せ

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会　

村
山

　

☎
０
２
５
―
２
８
２
―
０
０
１
１

　

お
電
話
で
の
可
否
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
お
答
え
い
た
し
か
ね
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は『
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
公
式
サ
イ
ト
』を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

主
に
、
売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
上

の
証
明
等
に
使
用
さ
れ
る
計
量
器
（
は

か
り
、
分
銅
、
お
も
り
等
）
に
つ
い
て

は
、
２
年
に
１
度
定
期
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
事
前
調
査
の
回
答
を
も

と
に
、
９
月
中
旬
頃
、
一
般
社
団
法
人

新
潟
県
計
量
協
会
か
ら
案
内
の
ハ
ガ
キ

が
届
き
ま
す
。

　
「
対
象
と
な
る
計
量
器
」「
検
査
手
数

料
」「
案
内
ハ
ガ
キ
」
を
ご
持
参
の
う
え
、

指
定
さ
れ
た
検
査
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

検
査
日
時
・
会
場
等
に
つ
い
て
は
、案
内
ハ
ガ

キ
に
も
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

※�

ひ
ょ
う
量
３
０
０
㎏
超
や
、土
地
・
建
物
に

固
定
さ
れ
て
い
る
計
量
器
は
、受
検
者
が
直

接
、計
量
士
と
日
程
等
を
調
整
し
行
わ
れ
る

「
代
検
査
」を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
や
、
対
象
と
思
わ
れ
る

計
量
器
を
ご
使
用
の
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

〈
計
量
器
の
検
査
全
般
〉

　

新
潟
県
計
量
検
定
所
業
務
課

　

☎
０
２
５
６
―
36
―
２
２
４
４

〈
事
前
調
査
・
検
査
会
場
等
〉

　

市
役
所
産
業
振
興
課　

商
工
振
興
係

　

☎
63
―
３
７
９
１

検�査�日 受�付�時�間 検査会場 区域

9月26日㈪ 14:00～15:30 デイサービスセンターかんぞう 両津

9月27日㈫
9:00～11:30

両津総合体育館 両津13:00～15:30

9月28日㈬
9:00～11:30
14:00～15:30 真野行政サービス

センター
（公用車車庫）

真野
9月29日㈭

9:00～11:30
13:00～15:30

9月30日㈮ 9:00～11:00 新穂体育館 新穂

10月3日㈪ 13:30～15:30
金井西部地区コ
ミュニティセンター
（能楽堂）

金井

10月4日㈫
9:00～11:30

相川体育館 相川
13:00～15:30

10月5日㈬
9:00～11:30

佐和田体育館 佐和田
13:00～15:30

10月6日㈭
9:00～11:30 羽茂農村環境改善

センター 羽茂
13:00～15:30

10月7日㈮ 9:00～10:30
相川自然休養村管
理センター
(相川高千連絡所)

相川

10月11日㈫ 13:30～15:30 畑野母子健康センター 畑野

10月12日㈬
9:00～11:30 旧南佐渡消防署

小木分遺所 小木
13:00～15:30

10月13日㈭
9:00～11:00 松ヶ崎総合センター（松ヶ崎出張所） 畑野

13:30～15:30 赤泊総合文化会館（赤泊行政サービスセンター） 赤泊

10月14日㈮
（予備日） 9:00～11:00 佐和田体育館 佐和田

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟　

試
合
観
戦
ご
招
待
の
お
知
ら
せ

２
０
１
６
明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ　

２
nd
ス
テ
ー
ジ　

第
15
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟　
対　
浦
和
レ
ッ
ズ
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新
潟
県
知
事
選
挙
が�

次
の
と
お
り
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
告
示
日　

９
月
29
日
㈭

○
投
票
日　

10
月
16
日
㈰

《
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
》

　

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入

院
ま
た
は
入
所
中
で
、
投
票
日
当
日
に
投

票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
で
、
そ

の
施
設
が
あ
ら
か
じ
め
都
道
府
県
選
挙
管

理
委
員
会
の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
際
は
、
施
設
に
投
票
し
た
い
旨

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

指
定
を
受
け
た
佐
渡
市
内
の
不
在
者�

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
一
覧

【
指
定
病
院
】（
10
施
設
）

・
両
津
病
院

・
介
護
老
人
保
健
施
設　

す
こ
や
か
両
津

・
相
川
病
院

・
介
護
老
人
保
健
施
設　

相
川
愛
広
苑

・
佐
和
田
病
院

・
佐
渡
総
合
病
院

・
介
護
老
人
保
健
施
設　

さ
ど

・
真
野
み
ず
ほ
病
院

・
羽
茂
病
院

・
介
護
老
人
保
健
施
設　

親
里

【
指
定
老
人
ホ
ー
ム
】（
13
施
設
）

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

歌
代
の
里

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

大
浦
の
里

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

や
は
た
の
里

・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム�

と
き
わ
荘

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

待
鶴
荘

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

真
野
の
里

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

は
も
ち
の
里

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

ス
マ
イ
ル
赤
泊

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

新
穂
愛
宕
の
園

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

真
野
の
里
二
号
館

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

大
浦
の
里
二
号
館

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム�

新
穂
愛
宕
の
園
弐
号
館

・
ミ
ニ
特
養
う
し
ろ
や
ま

【
指
定
身
体
障
害
者
支
援
施
設
】（
１
施
設
）

・
障
害
者
支
援
施
設　

は
ま
な
す
の
家

【
刑
務
所
等
】（
１
施
設
）

・
新
潟
刑
務
所
佐
渡
拘
置
支
所

【
警
察
署
】（
２
施
設
）

・
佐
渡
西
警
察
署

・
佐
渡
東
警
察
署

お
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
63
―
３
１
１
１
（
代
表
）

新
潟
県
知
事
選
挙
に
伴
う 

　
　
　
不
在
者
投
票
指
定
施
設
の
お
知
ら
せ

成
人
お
め
で
と
う 

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　

８
月
15
日
㈪
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

佐
渡
を
会
場
に
、
平
成
28
年
度
佐
渡
市

成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

新
成
人
は
５
９
５
人
で
、
そ
の
う
ち
男

性
２
１
６
人
、
女
性
２
３
０
人
、
計

４
４
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
開
始
を
待
つ
ロ
ビ
ー
の
あ
ち

こ
ち
で
、
ス
ー
ツ
や
ド
レ
ス
姿
の
新
成

人
た
ち
が
、
お
互
い
の
再
会
を
喜
び
あ

い
、
記
念
写
真
を
撮
る
姿
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
相
川
地
区
の
戸
田
涼
太

さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、
自
分
自

身
だ
け
で
は
な
く
、
他
人
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
持
ち
、
今
ま
で
受
け
て
き
た

恩
や
思
い
や
り
を
、
今
度
は
私
た
ち
が

両
親
や
社
会
に
対
し
て
、
返
し
て
い
き

た
い
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校 

　
　
総
合
体
育
大
会 

 

（
柔
道
競
技
団
体
戦
）優
勝

　

７
月
30
日
、
31
日
、
島
根
県
出
雲
市

の
県
立
浜
山
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
」
柔
道
競

技
男
子
団
体
戦
に
佐
渡
出
身
の
高
校
生
、

本
間
壘る

い

さ
ん
（
国
士
舘
高
校
３
年
生
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

男
子
団
体
戦
の
先
鋒
と
し
て
出
場
し
、

全
試
合
（
６
試
合
）
に
勝
利
し
て
チ
ー

ム
に
貢
献
し
ま
し
た
。
国
士
舘
高
校

は
、
見
事
３
年
連
続
14
回
目
の
優
勝
を

し
、
高
校
柔
道
三
大
大
会
二
冠
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

８
月
16
日
に
三
浦
市
長
を
表
敬
訪
問

さ
れ
、
優
勝
の
喜
び
を
伝
え
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三浦市長に優勝の喜びを伝える本間壘さん

市報さど　平成28年9月号
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 平成28年度 「佐渡8020健
け ん

口
こ う

シニア表彰」候補者募集！
　8020 とは、「80 歳になっても 20 本以上自分の
歯を保とう」という運動です。
　平均寿命が延びていくなか、歯を健康な状態に
保つことは、快適で充実した食生活を送り続ける
ために、とても大切なことです。
　自分の歯で食べ、健康な生活を送っている高齢
者を対象に、平成 28年度佐渡 8020 健口シニア表
彰の候補者を募集しますので、皆さまからのご応
募をお待ちしております。
　応募資格は、満 80 歳以上の方（平成 28 年 11
月 19 日現在）で、現在 20 本以上自分の歯があり、
治療が必要なむし歯が５本以下で、ひどい歯周病
のない方です。

　応募方法は、８月 25日に各戸配布した申込書に
必要事項を記入のうえ、歯科医院で審査を受けて
ください。また、申込書は市役所市民生活課健康
推進室（本庁舎２階）、または各支所・行政サービ
スセンターにも用意してあります。
　表彰式は 11 月 19 日に開催する、しまびと元気
まつりにて表彰を行います。
　なお、詳細については、下記までお問い合わせ
ください。

お問い合わせ
　市役所市民生活課
　健康推進室
　☎６３－３１１５

「高齢者見守りタクシー」出発式が行なわれました
�　８月５日の「タクシーの日」に、新潟交通佐渡
㈱本社前において、（一社）新潟県ハイヤー・タク
シー協会に所属する佐渡地区ハイヤー協会では、佐
渡西・東警察署共催により「高齢者見守りタクシー」
出発式を行ないました。
　佐渡地区ハイヤー協会は、県警察本部主導のも
と、交通事故の危険性の高い認知症高齢者などを
発見したら１１０番通報する「シルバー助け隊」や、
特殊詐欺にタクシーが使用されることが多いこと
から「特殊詐欺被害防止だより」を業界内で情報
共有することにより高齢者等の特殊詐欺被害防止
に取り組んでいます。
　高齢者を交通事故や犯罪から守る趣旨で「高齢

者見守りタクシー」と印字されたステッカーを８
月５日から１年間、佐渡地区ハイヤー協会会員６
社のタクシー車両 74台に掲出し運行します。
　今後も、市民の皆さまがより安心して暮らせる
よう地域見守り体制の一つとして活躍が期待され
ます。

お問い合わせ
　市役所高齢福祉課　高齢福祉係
　☎６３－３７９０

「後藤扇
せ ん

松
しょう

 扇絵特別展」 
植
う え

中
な か

扇
せ ん

如
じ ょ

さんに感謝状を贈呈しました
　１月から３月にかけて、あいぽーと佐渡で開か
れた「後藤扇松�扇絵特別展」をとおして、扇絵の
美しさと世界で唯一の技法を多くの市民や観光客
に堪能していただく機会を提供し、ご尽力された
ことから、企画した弟子の植中扇如さんに８月３
日、三浦市長から感謝状が贈呈されました。
　故後藤扇松さんは、和紙と竹で扇を忠実に縮小
し、小さな扇を重ね貼りして１枚の立体的な芸術
を生み出す「扇絵」の創始者で、世界でただ一人
の扇絵作家として世界的に高い評価を得ています。
旧赤泊村の記念行事をきっかけに、赤泊地区との

交流が縁で、今回の特別展が実現しました。大変
貴重な作品をありがとうございました。
お問い合わせ
　市役所地域振興課
　地域振興係
　☎６３－４１５２

市報さど　平成28年9月号
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自分自身のうつ病チェック

□�理由もなく悲しい・憂うつな気分
□�何事にも興味がわかず、楽しくない
□�疲れやすい、元気がでない
□�気力がわかない、何もする気がしない
□�自分が役に立つ人間だとは思えない
□�今まで楽しんでやれたことが、楽しめない
□��なかなか寝付けない、夜中に目が覚めた�
あと眠れない

身近な人のうつ病チェック

□�表情が暗く、元気がない
□�体調の不良を訴えることが増えた
□�人づきあいを避けるようになった
□�遅刻や欠勤をするようになった
□�趣味やスポーツ、外出をしなくなった
□�飲酒量が増えた、刺激物を好んで食べたがる
□�一日のうち、朝方に調子がすぐれない様子

　夏の疲れが出やすい９月は、体調のくずれや睡眠不足から気分が落ち込みがち
になります。
　うつ病はおよそ 10～ 15人に１人は経験すると言われ、決して特別な病気では
ありません。
　こころの病気の兆候がないかチェックしてみましょう。

チェック項目に１つでも心当たりがあればうつ病の可能性があります。 
専門機関に相談しましょう。

◆身近な相談機関�こころの健康を支援する相談窓口
� 佐渡保健所　地域保健課保健指導担当� ☎７４－３４０７
� 市役所市民生活課健康推進室� ☎６３－３１１５
� 市役所社会福祉課　障がい福祉係� ☎６３－５１１３
� 新潟県こころの健康相談ダイヤル� ☎０５７０－７８３－０２５

心配ごと相談日（9/15～10/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困り
ごとを気軽に相談できる窓口を開設
しています。お住まいの地区以外で
の相談もできますので、ぜひご利用
ください。相談は無料、予約は不要
です。直接、開催日にお越しくださ
い。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　佐渡市社会福祉協議会本所
　☎８１―１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付けており
ません。相談を希望される方は、直接会場
にお越しください。

地区 相談日 時間 会場

両 津

9月23日㈮
10月�２日㈰
10月13日㈭

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

10月�７日㈮ 18:00～20:00

相 川

9月16日㈮
9月22日㈭

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ
10月�３日㈪
10月10日㈪

新 穂 10月�５日㈬

9:00～12:00

新穂行政サービスセンター

畑 野 9月26日㈪ 畑野農村環境改善センター

真 野 10月� 6日㈭ 真野老人福祉センター寿楽荘

松ヶ崎 10月11日㈫ 松ヶ崎総合センター
羽 茂 10月12日㈬

13:30～16:30
羽茂農村環境改善センター

赤 泊 9月21日㈬ 赤泊福祉保健センターやすらぎ

あなたや身近な人に心当たりはありませんか？

市報さど　平成28年9月号
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第13回　市展の作品を募集します
　佐渡市美術展覧会実行委員会では、第 13回市展の作品を募集しています。多くの市民の皆さまから
出品をお願いします。
会　期　10月 15日㈯～ 10月 19日㈬� 開館時間　午前９時～午後７時（19日は午後１時まで）
会　場　両津総合体育館� 入��場��料　無料

作品の募集について
作品部門
　第１部門「絵画」
　第２部門「版画」
　第３部門「彫塑・工芸」
　第４部門「書道」
　第５部門「写真」
作品受付日　10月２日㈰午前９時～午後５時
　この日時に搬入できない場合は、９月 30日㈮
の午後１時から午後７時までの間で受け付けがで
きます。
作品搬入場所　両津総合体育館

作品の条件
　佐渡市展のために創作した未発表の作品を原則
とします。他の公募展で入選・入賞して展示され
た作品は出品できません。
　詳細は、市教育委員会ホームページをご覧くだ
さい。
　なお、出品規定等は、市教育委員会社会教育課、
各地区教育事務所にも備え付けてあります。
お問い合わせ　佐渡市美術展覧会実行委員会事務局
　（両津支所２階・市教育委員会社会教育課内）
　　☎２７－４１８５

両津夷本町商店街で地産
地消「街中コンテナ市」を開催します

　両津夷本町商店街協同組合では、商店街のにぎわいの創出と活性化を図る目的で、各個店の店頭に
コンテナを並べ、地場の農産物や手作り品などの直売を行う「街中コンテナ市」を開催します。
　ぜひお立ち寄りください。
開催日� 10 月１日㈯～（毎日）　※時間は、直売を行う各個店の開店時間によります。
場 所� 両津夷本町商店街
その他� 農産物や手作り品を提供いただける生産者の方を募集しています。�
� 条件等詳しくは、お気軽にお問い合わせください。
お問い合わせ　両津夷本町商店街協同組合（担当：池田呉服店　池田�弘平）　☎２７―３２１８

“佐渡を歩かんかさー”20万歩の足跡を発行（元気な地域づくり
支援事業 ）

　８月 10 日㈬、「おとなの遠足」20 回達成記念誌編集委員６人が市長を訪問し、
記念誌を市に贈呈しました。
　おとなの遠足は、真野地区田切須の有志が中心となり、地域の皆さんとほぼ月１
回のペースで佐渡の山や花、地域の自然や知られざる宝などを見て、聞いて、巡って、
約２年間で 20カ所を踏破しました。
　20 回達成を節目に、楽しく歩いた足跡を記録に残し、共感してくれる仲間たち
に紹介したいという思いから、市の「元気な地域づくり支援事業」を活用し記念誌
を発行しました。
　編集委員の皆さまは「佐渡の良さをもっと知っていただき、
高齢者等の健康づくりに役立ててほしい」と期待していました。
　この記念誌は、島内各図書館や各支所・行政サービスセンター
でご覧いただけるほか、観光協会などで販売しています。

お問い合わせ
　市役所真野行政サービスセンター
　☎５５－３１１１ 活動報告した記念誌編集委員の皆さま

市報さど　平成28年9月号
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順徳院
黒木御所 第８回佐渡吟詠大会 

入選作品発表・表彰式
日時　10月２日㈰午前 10時～午後０時 30分
会場　泉公民館ホール
　　　（泉乙６７６―１　黒木御所向い）
記念講演「江戸時代の島社会�
　　　　　　　　～百姓一揆・北前船～」
講師　市役所世界遺産推進課�
� 　　　　文化財室長　野口　敏樹
入場無料
※�昼食弁当（お茶付き）【1,000円代金当日払い】を希望され
る方は、3日前までに事務局へお申し込みください。

お問い合わせ
　佐渡吟詠大会事務局
　☎６３－３３１２（北條）

終戦後の引き揚げ者の皆さまへ
　税関では、終戦後の混乱期に外地から引き揚げ
てこられた方々が、当時国内に持ち込むことができ
ず、税関などに預けた通貨や証券などをお返しして
います。これは、昭和28 年から実施されているも
のですが、長い年月を経て、返還が年々困難となっ
ています。
　税関では、お預かりしている貴重な財産を、少し
でも多く返還したいと考えていますので、お心当た
りのある方はぜひお問い合わせください。
税関がお預かりしている通貨等は次のものです
○�終戦後、外地から引き揚げてこられた方々が、
上陸地の税関・海運局に預けられた通貨・証
券など
○�外地の集結地において総領事館などに預けら
れた証券等のうち、その後日本に返還された
もの
　これらの手続きは、ご本人だけでなくご家族
の方でも電話・郵便などで問い合わせることが
できます。また、実際に届けたかどうか不明な
場合でも、調査ができることもあります。
　なお、引き揚げ時の上陸地は全国を対象とし
ていますので、当時、新潟の港以外に上陸され
た方も、ご遠慮なくご相談ください。
お問い合わせ
　新潟税関支署統括監視官第１部門
　☎０２５―２４４―９３１４
　午前９時～午後４時 30分（土、日、祝日を除く）
　〒 950-0072　新潟市中央区竜が島 1-5-4
　新潟港湾合同庁舎内

佐渡市民公開講座
日時　10月１日㈯午後１時～２時 30分
会場　佐渡中央会館（河原田本町 394）
講演（午後 1時～１時 15分）
演題「心房細動とは？～佐渡の実情について～」
〈座長〉佐渡医師会　会長　中山　秀英先生
〈演者〉佐渡総合病院　副院長
� � � 内科　鈴木　啓介先生

特別講演（午後１時 15分～２時）
演題「脳卒中にならないために」�
〈座長〉佐渡総合病院　副院長�
� � 　　　　　　内科　鈴木　啓介先生
〈演者〉� 公益社団法人　日本脳卒中協会�
� � 新潟県支部　副支部長�
� � 新潟大学脳研究所　臨床神経科学部門�
� � 神経内科学分野　教授�
� � � 　　　小野寺　理先生

Q&A（午後 2時 15分～ 2時 30分）
定員　80人�
　　　※どなたでもお気軽にご参加ください。
共催　佐渡医師会�
　　　公益社団法人日本脳卒中協会新潟県支部
お問い合わせ�
　ブリストル・マイヤーズ�スクイブ株式会社�
　☎０２５－２１０－８５５５（担当：杉本）

航空自衛隊佐渡分屯基地 
「61周年記念行事」を開催します
○航空自衛隊�中部航空音楽隊�音楽演奏会
日時　10月８日㈯�午後４時～６時 30分�
会場　アミューズメント佐渡

○佐渡分屯基地（一般開放）
日時� 10 月９日㈰�午前９時～午後２時
会場� 佐渡分屯基地
内容� ・装備品展示�
� ・飛行展示�
� ・戦闘訓練展示�
� ・�野外炊飯�

（カレー無料試
食・数量限定）

お問い合わせ
　航空自衛隊　佐渡分屯基地
　☎６３－４１１１

入場無料

入場無料

市報さど　平成28年9月号
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廃校を会場にした本のフェスティバル 
「ハロー！ブックス 2016 
　～ school of books ～」
　2013 年から開催している本のフェスティバル「ハロー！
ブックス」が今年も開催されます。
　今年のテーマは school�of�books（本の学校）。NHK 朝の
連続ドラマ『とと姉ちゃん』のオープニングアニメを制作し
ているイラストレーターの辻恵子さんの原画展示や制作ワー
クショップなど、各界の専門家による公開ライブ授業形式の
トークショーや作品展示、サイン会やワークショップ、マー
ケット（飲食・物販）などを開催します。

日時　９月 18日㈰、19日（月・祝）午前９時～午後４時
※同日程で関連ライブも開催

会場　旧川茂小学校（下川茂 130-1）
入場料　１日券　大人　1,000 円／中学生以下　500 円
　　　　２日券　大人　1,500 円／中学生以下　700 円
※３歳以下無料　※ワークショップは別途有料

参加予定作家（敬称略）

辻恵子（イラストレーター）、祖父江慎（ブックデザイナー）、川島小鳥（写真家）、�
チャンキー松本（絵本作家）、いぬんこ（イラストレーター）、犬飼とも（造形作家）
おじゃるず（パフォーマー）　ほか

主催・お問い合わせ　　ハロー！ブックス実行委員会
　☎０８０―５４７６―９３９７（田中）　公式サイト：http://hellobookssado.com/

公式ポスター（イラスト：チャンキー松本）

「街をきれいに」「喫煙マナーの向上を」 
佐渡たばこ税協議会による地域美化活動が行われました
　佐渡たばこ販売協同組合、日本たばこ産業㈱、
佐渡市により組織される「佐渡たばこ税協議会」
は、たばこ販売促進活動によりたばこ税の増収
を図るとともに、喫煙マナーの啓発、地域美化
活動、未成年者の喫煙防止等の社会貢献活動に
も取り組んでいます。
　６月から７月にかけて、市内７地区（羽茂、
真野、新穂、金井、両津、相川、佐和田）にお
いて延べ 100 人余りの協議会員による地域美化
活動を行い、早朝の空の下、晴れやかな気持ちで、
沢山のゴミを拾い集めました。
　このような社会貢献活動に取り組むことにより「喫煙環境の整備」につなげるとともに、たばこを
喫煙する人と喫煙しない人が共存できる分煙社会を目指しています。
　また、10月には「未成年者喫煙防止活動」「喫煙マナー向上」等のキャンペーンを行う予定です。

お問い合わせ　佐渡たばこ税協議会（佐渡たばこ販売協同組合）☎５２－３１７３

市報さど　平成28年9月号



11

地
域
お
こ
し
協
力
隊　
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
（
任
期
：
平
成
25
年
10
月
１
日　

～　

平
成
28
年
9
月
30
日
）

「
３
年
間
の
感
謝
と 

　
　
　
　
　
未
来
へ
の
挑
戦
」

２
０
１
１
年
に
初
め
て
留
学
生
と
し
て

佐
渡
に
来
た
時
に
は
こ
ん
な
に
長
く
佐
渡

に
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
で
す
。
ま
る
で
何
か
に
ひ
き
つ

け
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
佐
渡
に
足
し
げ
く

通
い
、
そ
し
て
移
住
を
決
意
し
協
力
隊
と

し
て
３
年
間
佐
渡
で
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

佐
渡
移
住
の
決
め
手
の
30
％
は
お
い
し

い
イ
カ
が
あ
る
か
ら
と
よ
く
冗
談
で
話
を

し
て
い
ま
す
が
、
佐
渡
生
活
は
豊
か
な
自

然
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
こ
と
が
私
に
と
っ

て
最
大
の
魅
力
で
す
。
ど
ん
な
に
疲
れ
て

い
て
も
小
倉
峠
を
越
え
て
雪
の
金
北
山
が

見
え
て
く
る
と
、
ほ
っ
と
体
が
緩
ん
で

「
あ
ぁ
私
は
こ
の
風
景
の
た
め
に
佐
渡
に

来
た
ん
だ
よ
な
。
や
っ
ぱ
り
来
て
よ
か
っ

た
。
」
と
思
い
ま
す
。

協
力
隊
と
し
て
の
仕
事
は
、
松
ヶ
崎
地

域
の
誇
り
の
源
泉
で
あ
る
祭
り
に
合
わ
せ

て
、
「
女
子
的
！
佐
渡
の
祭
り
の
楽
し
み

方
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
、
多
田
で
２
時
間

限
定
の
魔
法
が
か
か
っ
た
よ
う
な
夢
の
空

間
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
松
ヶ
崎
の

空
き
店
舗
を
お
借
り
し
て
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
に
季
節
ご
と
の
飾
り
つ
け
も
し
ま

し
た
。

伝
統
と
習
慣
が
地
域
に
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
少
し
で
も
そ
れ
ら
と
違
う
ベ
ク
ト
ル

で
地
域
の
可
能
性
を
提
案
し
て
み
る
こ
と
、

そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
発
展
の
振
り
幅
が
で

き
て
選
択
肢
と
多
様
性
が
増
え
支
援
者
も

増
え
る
は
ず
だ
と
私
は
信
じ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
て
、
最

大
限
の
支
援
と
手
助
け
を
、
そ
し
て
一
緒

に
や
っ
て
楽
し
ん
で
く
れ
た
松
ヶ
崎
地
域

の
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
き
れ
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

松
ヶ
崎
地
域
の
方
々
を
見
て
い
る
と
、

本
当
に
地
域
愛
が
あ
っ
て
、
涙
ぐ
ま
し
い

努
力
と
楽
天
的
精
神
の
持
ち
主
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
い
い
と

こ
ろ
の
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
の

か
」
着
任
当
初
か
ら
不
思
議
に
思
っ
て
い

る
こ
と
の
答
え
が
い
ま
だ
に
で
て
い
ま
せ

ん
。そ

れ
で
も
未
来
は
き
っ
と
も
っ
と
よ
く

な
る
と
切
に
願
い
な
が
ら
、
今
後
も
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
本
番
は
こ
れ
か
ら
」

島
で
の
暮
ら
し
に
憧
れ
て
佐
渡
に
来
て

か
ら
３
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

で
は
地
元
の
新
潟
市
よ
り
も
佐
渡
に
詳
し

く
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
は
生
活
も
仕
事
も
慣
れ
な
い
事

が
多
く
、
そ
の
中
で
少
し
ず
つ
信
頼
関
係

が
で
き
、
自
分
の
で
き
る
事
が
増
え
て
い

く
と
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の

地
域
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
活
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

協
力
隊
と
し
て
は
、
観
光
客
が
年
々
増

加
し
て
い
る
宿
根
木
で
観
光
案
内
や
ガ
イ

ド
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
昨
年
４

月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
し
た
「
町
並
み
案

内
所
」
で
は
、
地
元
の
人
と
お
客
さ
ん
が

直
に
接
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
、
お
互
い
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
よ
り
良
い
関
係
が
で
き
た
の
で
、

今
後
の
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
活
か
せ
て

い
け
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
小
木
地
区
を
半
日
楽
し
め

る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
ラ
ン
チ
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
対
岸
の
上
越
市
へ
配
布
し
ま
し
た
。

小
木
町
の
商
店
街
が
中
心
と
な
っ
た

「
扇
の
市
」
の
企
画
な
ど
、
観
光
客
に
宿

根
木
以
外
の
小
木
半
島
の
楽
し
み
方
を
伝

え
る
こ
と
に
も
意
識
を
置
い
て
き
ま
し
た
。

小
木
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の
歴
史
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
時
代
や
状
況
に
合
わ

せ
て
変
化
し
た
り
外
か
ら
の
声
に
も
耳
を

傾
け
て
く
れ
た
り
と
、
と
て
も
柔
軟
な
姿

勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
こ
の
３
年
間
で
「
続
け
る
こ

と
」
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
実
感
す
る
場

面
に
何
度
も
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
た
び

に
、
協
力
隊
が
何
か
起
こ
す
の
で
は
な
く
、

起
こ
そ
う
と
す
る
人
た
ち
の
背
中
を
押
す

こ
と
も
同
じ
く
ら
い
大
切
で
は
な
い
か
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
を
存

続
さ
せ
て
い
こ
う
と
長
年
地
元
で
頑
張
っ

て
き
て
い
る
人
た
ち
に
協
力
隊
の
よ
う
な

よ
そ
者
が
寄
り
添
い
、
佐
渡
が
こ
れ
か
ら

も
盛
り
上
が
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

地
域
と
私
の
関
係
も
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

す
。
今
後
は
一
人
の
市
民
と
し
て
地
域
お

こ
し
に
携
わ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松ヶ崎地区担当

李
り

　佳
か

璘
りん

小木地区・ 
宿根木担当

渡
わた

辺
なべ

　南
み な み

風

市報さど　平成28年9月号
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平
成
27
年
度
定
期
監
査（
後
期
）の
結
果
に
基
づ
い
た
改
善
措
置
等
の
状
況
に
つ
い
て

　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
定
期
監
査
の
結
果
を
受
け
て
、
市
長
か
ら
改
善
措
置
等
を
講
じ
た
旨
の
通
知
を
平
成
28
年
６
月
13
日
受
け
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員　
渡
部　
直
樹

佐
渡
市
監
査
委
員　
猪
股　
文
彦

１　
社
会
福
祉
課

指
摘
事
項

⑴�　
相
川
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ワ
イ
ド
ブ

ル
ー
あ
い
か
わ
の
運
営
に
つ
い
て

ア�　

契
約
の
た
め
に
業
者
に
送
付
す
る
見

積
依
頼
文
書
の
仕
様
書
に
誤
っ
て
契
約

金
額
を
記
載
し
て
い
た
。
契
約
行
為
に

係
る
手
続
き
に
お
い
て
は
慎
重
か
つ
十

分
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

イ�　

委
託
販
売
の
物
品
に
つ
い
て
、
領
収

書
を
発
行
し
て
い
な
か
っ
た
。
委
託
販

売
品
で
あ
っ
て
も
金
銭
の
取
扱
い
に
お

い
て
は
規
定
に
基
づ
き
執
行
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

ウ�　

使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
条
例
等

に
は
統
一
的
な
減
免
基
準
の
規
定
が
な

い
た
め
、
申
請
が
あ
っ
た
都
度
決
裁
を

経
て
減
免
し
て
い
た
が
、
そ
の
決
裁
は

市
長
決
裁
が
必
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

担
当
課
長
決
裁
と
な
っ
て
い
た
。
減
免

規
定
を
整
備
す
る
か
市
長
決
裁
と
す
る

か
対
応
を
統
一
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

改
善
措
置
の
状
況

⑴ア�　
今
後
は
、
決
裁
の
段
階
で
慎
重
か
つ

十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

イ�　

委
託
販
売
の
物
品
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
11
月
５
日
よ
り
領
収
書
の
発
行
を

行
っ
て
い
る
。

ウ�　

使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
３
月
に
使
用
料
減
免
基
準
を
制
定

（
市
長
決
裁
）
し
、
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
、
当
該
基
準
に
基
づ
き
対
応
し

て
い
る
。

２　
環
境
対
策
課

指
摘
事
項

⑴�　
老
朽
危
険
廃
屋
対
策
支
援
事
業
補
助

金
に
つ
い
て

　

補
助
対
象
経
費
に
対
象
外
経
費
に
か
か

る
消
費
税
分
を
算
入
し
て
い
た
た
め
、
過

払
い
と
な
っ
て
い
た
。
実
績
報
告
に
対
す

る
検
査
は
慎
重
か
つ
十
分
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

⑵�　
公
衆
浴
場
整
備
改
善
事
業
補
助
金
に

つ
い
て

　

当
該
補
助
金
の
対
象
経
費
は
市
長
特
認

の
項
目
で
あ
る
が
、
市
長
の
決
裁
が
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
例
外
的
項
目
を
市
長
が

特
別
に
認
め
た
場
合
の
手
続
き
は
そ
れ
ら

の
理
由
を
明
示
し
、
決
裁
に
よ
り
市
長
の

承
認
を
得
る
こ
と
を
求
め
る
。

⑶�　
こ
ど
も
環
境
学
習
推
進
モ
デ
ル
事
業

委
託
料
に
つ
い
て

　

当
該
事
業
の
起
案
が
遅
れ
た
た
め
、
実

際
の
日
付
と
異
な
る
日
付
（
３
か
月
の
遡

り
）
で
契
約
を
締
結
し
て
い
た
。
適
正
な

契
約
事
務
の
執
行
を
求
め
る
。

改
善
措
置
の
状
況

⑴�　

補
助
対
象
経
費
と
補
助
対
象
外
経
費

を
区
分
け
し
、
補
助
対
象
経
費
や
そ
の

消
費
税
額
等
の
計
算
誤
り
防
止
及
び

チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
業
費
計
算
書
を
補
助

対
象
毎
に
作
成
す
る
こ
と
で
、
事
業
費

の
内
訳
を
確
認
す
る
再
発
防
止
の
対
処

を
実
施
し
て
い
る
。

⑵�　

今
後
の
当
該
補
助
金
申
請
に
際
し
て
、

補
助
金
交
付
対
象
設
備
の
「
そ
の
他
設

備
」
の
⑾
「
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要

と
認
め
た
も
の
」
に
該
当
す
る
例
外
的

項
目
を
市
長
が
特
別
に
認
め
た
場
合
の

手
続
き
は
そ
れ
ら
の
理
由
を
明
示
し
、

市
長
の
決
裁
を
受
け
、
補
助
金
交
付
決

定
を
行
う
こ
と
と
す
る
。（
平
成
28
年

度
は
当
該
事
業
申
請
な
し
）

⑶�　

年
度
当
初
に
速
や
か
に
起
案
を
行
い
、

契
約
日
を
遡
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
下
記
２
点
の
改
善
を
行
っ
た
。

１�　

翌
年
度
当
初
予
算
議
決
後
に
学
校
側

に
翌
年
度
募
集
の
事
前
予
告
を
す
る
。

２�　

募
集
要
項
、
書
式
、
記
載
例
を
前
年

度
中
に
準
備
す
る
。

　

平
成
28
年
度
は
４
月
１
日
か
ら
募
集
し
、

５
月
１
日
付
け
で
各
団
体
と
契
約
を
締
結

し
た
。

市報さど　平成28年9月号
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３　
農
林
水
産
課

指
摘
事
項

⑴�　

森
林
再
生
促
進
事
業
補
助
金
（
し
い

た
け
原
木
伐
採
）
に
つ
い
て

ア�　

補
助
金
交
付
要
綱
に
申
請
の
面
積
要

件
で
あ
る
補
助
の
上
限
、
下
限
を
設
定

し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
補
助
額
を

面
積
当
た
り
で
単
価
設
定
し
て
い
る
が
、

林
相
の
疎
密
に
よ
る
補
正
や
皆
伐
・
択

伐
の
区
別
等
の
規
定
が
な
く
、
伐
採
量

に
大
き
な
差
が
あ
っ
て
も
基
準
額
を
適

用
し
補
助
金
を
支
出
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
公
平
性
を

欠
く
補
助
金
支
出
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

補
助
金
交
付
要
綱
に
基
本
的
な
条
件
を

規
定
す
る
よ
う
見
直
し
、
適
正
に
算
定

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

イ�　

実
績
報
告
に
お
け
る
確
認
写
真
等
の

不
備
に
よ
り
結
果
を
確
認
で
き
な
い
事

例
が
多
く
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
地
確
認

検
査
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

こ
と
を
確
認
で
き
る
証
拠
書
類
が
な

か
っ
た
。
補
助
金
交
付
手
続
き
に
お
け

る
確
認
検
査
は
厳
正
に
行
い
、
証
拠
書

類
等
の
チ
ェ
ッ
ク
と
保
管
を
適
正
に
実

施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

改
善
措
置
の
状
況

⑴ア�　
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
の
佐
渡
市

森
林
再
生
促
進
事
業
実
施
要
領
に
お
い

て
、
伐
採
面
積
の
上
限
を
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
下
限
を
５
ア
ー
ル
と
改
正
し
た
。

ま
た
、
林
相
の
粗
密
に
よ
る
補
正
等
に

つ
い
て
は
、
伐
採
密
度
が
10
本
／
ア
ー

ル
未
満
の
場
合
、
当
該
補
助
金
額
に
2

分
の
1
を
乗
じ
た
金
額
と
す
る
よ
う
改

正
し
た
。

イ�　

平
成
27
年
度
申
請
受
付
分
よ
り
、
実

績
報
告
書
提
出
の
都
度
担
当
者
が
現
地

に
出
向
き
、
写
真
管
理
に
よ
る
成
果
確

認
を
行
い
、
確
認
年
月
日
、
確
認
者
を

記
載
し
た
証
拠
書
類
を
作
成
し
て
い
る
。

４　
観
光
振
興
課

指
摘
事
項

⑴　
宿
泊
魅
力
向
上
事
業
に
つ
い
て

　

委
託
契
約
に
お
い
て
、
仕
様
書
と
異
な

る
業
務
を
行
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
減
額

す
べ
き
費
用
に
つ
い
て
当
初
契
約
に
な
い

人
件
費
分
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
そ
れ
ら
の
一
連
の
契
約
変
更
手

続
き
を
行
わ
ず
、
当
初
の
契
約
金
額
と
同

額
で
委
託
料
を
支
出
し
て
い
た
。
当
初
契

約
に
な
い
人
件
費
分
に
つ
い
て
は
、
減
額

し
返
還
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

改
善
措
置
の
状
況

⑴�　

当
初
契
約
に
な
い
人
件
費
計
上
分

４
０
６
，
０
８
０
円
に
つ
い
て
は
、
返

還
処
理
を
行
い
、
平
成
28
年
３
月
29
日

付
け
で
入
金
さ
れ
た
。

天然記念物や名勝海岸の無断現状変更を防止しましょう
　小木海岸や海府海岸は、文化財保護法により天然記念物や名勝
に指定されているため、規制区域内で下記の行為を行う場合は、
国の許可を受ける必要があります。

■申請が必要な行為
　①住宅、民宿、店舗、倉庫、農林漁業施設などの建築物や
　　工作物の新増改築や解体
　②浄化槽の設置や上下水道の工事　
　③道路の舗装や側溝整備　
　④看板など屋外広告物の設置　
　⑤森林等、木や竹の伐採　
　⑥土地の造成（盛土、切土）などの形状変更
　⑦土砂や岩石の採取
　⑧その他、現在の状況から変更を行う行為

■規制区域
　地形や土地利用状況から４ランクに区分化されています。
　佐渡市ホームページ内「地理情報サービス」で閲覧できます。

■許可に要する期間
　文化庁の審議会にはかるため、許可には２～３ヵ月程度の期間が必要となります。
　（変更の程度が軽微なときは、市の許可になる場合があります。）
　現状変更の計画がある場合は、お早めにご相談ください。
■お問い合わせ　市役所世界遺産推進課文化財室　文化財保護係�　☎６３－３１９５

佐渡海府海岸

佐渡小木海岸

市報さど　平成28年9月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

平
成
29
年
４
月
か
ら
の 

市
所
有
施
設
の
指
定
管
理
者

　
　
　
　
　

を
募
集
し
ま
す

　

市
の
施
設
の
管
理
運
営
を
市
に
代
わ
り

行
っ
て
い
た
だ
く
民
間
企
業
や
団
体
の
募

集
を
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

９
月
21
日
㈬
～
10
月
12
日
㈬

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
郵
送
の
場
合
は
10
月
12
日
必
着
）

対
象
施
設

①�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
／
両
津
運
動
広
場

／
両
津
野
球
場
／
両
津
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

／
両
津
農
村
広
場�

所
城
腰
３
６
３
番
地

②
両
津
総
合
体
育
館

　

所
梅
津
２
３
４
３
番
地
１

③�

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
／
佐
渡
市
陸
上

競
技
場　

所
吉
岡
１
６
７
５
番
地
／

名
古
屋
１
４
６
番
地
１

そ
の
他

　

募
集
要
項
は
、
９
月
９
日
㈮
か
ら
本
庁
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.city.sado.niigata.jp/

）

に
て
入
手
可
能
で
す
。

施
設
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
27
―
４
１
８
５
／

27
―
４
１
８
４

手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
受
け

付
け
窓
口

　

市
役
所
財
務
課
財
産
管
理
室
管
財
係

　

☎
63
―
３
１
１
４
／

63
―
５
１
２
４

「
全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
」の 

　

開
設
と
「
未
来
に

つ
な
ぐ

相
続
登
記
」 

　
　

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

日
時　
10
月
２
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場
（
県
内
３
会
場
）

　

①�

新
潟
会
場　

新
潟
地
方
法
務
局
本

局
（
新
潟
市
中
央
区
西
大
畑
町

５
１
９
１
番
地
）

　

②�

長
岡
会
場　

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡

支
局
（
長
岡
市
千
歳
１
丁
目
３
番
91

号
）

　

③�

上
越
会
場　

上
越
市
民
プ
ラ
ザ
（
上

越
市
土
橋
１
９
１
４
番
地
３
）

相�

談
内
容　
登
記
、
境
界
問
題
、
相
続
、

人
権
、
供
託
、
戸
籍
、
国
籍
な
ど

相�

談
担
当
者　
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
法
務

局
職
員

そ�

の
他　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。
各
問
い
合
わ
せ
先
に
９
月

30
日
㈮
午
後
４
時
ま
で
に
事
前
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」
講
演
会

開
催
日　
10
月
２
日
㈰

会�

場　
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
」
と
同
じ
県
内
３
会
場
で
開
催
し
ま

す
。

内
容

○
第
１
部
（
午
前
10
時
～
午
前
11
時
）

　

演
題
「
公
正
証
書
遺
言
」

　

講
師　

公
証
人

○
第
２
部
（
午
後
１
時
～
午
後
２
時
）

　

演
題
「
遺
産
分
割
と
相
続
登
記
」

　

講
師　

司
法
書
士

そ�

の
他　
参
加
は
無
料
（
先
着
順
）
で
す

が
、
各
問
い
合
わ
せ
先
に
９
月
30
日
㈮

午
後
４
時
ま
で
に
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
各
会
場
に
よ
っ
て
募
集
人
数

が
異
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

①
新
潟
会
場（
新
潟
地
方
法
務
局
総
務
課
）

　

☎
０
２
５
―
２
２
２
―
１
５
６
９

②
長
岡
会
場

　
（
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
総
務
課
）

　

☎
０
２
５
８
―
３
３
―
６
９
０
１

③
上
越
会
場

　
（
新
潟
地
方
法
務
局
上
越
支
局
総
務
課
）

　

☎
０
２
５
―
５
２
５
―
４
１
６
３

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
内 

温
水
プ
ー
ル
耐
震
工
事
に
伴
う 

利
用
休
止
に
つ
い
て

利
用
休
止
予
定
期
間

　

10
月
３
日
㈪
～
２
月
末
日

※�

10
月
２
日
㈰
は
大
会
で
利
用
不
可
の
た
め
、

プ
ー
ル
の
ご
利
用
は
10
月
１
日
㈯
ま
で
と
な
り

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス

　

☎
55
―
２
５
６
６

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

補助金・融資金、農地転用、
相続、車庫証明
漁船の引取・買取（海外へ輸出）
船舶免許の更新（在島価格）
成年後見、行政への不服申立
特定行政書士・海事代理士・専門職博士
後　藤　浩　昌

☎0259-86-1100
携帯 080-3434-9936

〒952-0604
佐渡市小木町
465-1 紋平屋

市報さど　平成28年9月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

特
設
人
権
相
談
所
を 

　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
す

　

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

感
じ
て
お
悩
み
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
公
証
事
務
（
新
潟
地
方
法
務

局
佐
渡
支
局
）
の
担
当
者
も
い
ま
す
の
で
、

遺
言
な
ど
の
相
談
も
お
受
け
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
予
約
制
の
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
５
日
㈬
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
佐
渡
中
央
会
館

　
　
（
河
原
田
本
町
３
９
４
）

相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員　
　
　

隅
田　

光
夫

　

人
権
擁
護
委
員　
　
　

戸
田　

ひ
と
み

　

法
務
局
職
員
支
局
長　

鈴
木　

次
男

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

０
歳
児
の 

　
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン 

　
定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
す
！

　

10
月
１
日
か
ら
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
と
な
り
ま
す
。

対
象
者　
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
０
歳
児

※�

１
歳
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、定
期
接
種
の
対
象

外
と
な
り
、接
種
費
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

接
種
回
数　
３
回

※�

１
歳
に
な
る
前
に
３
回
の
接
種
を
終
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。１
回
目
の
接
種
か
ら
３
回
目
の

接
種
を
終
え
る
ま
で
に
は
、お
お
よ
そ
半
年
間

か
か
り
ま
す
。

接
種
費
用　
無
料

※�

対
象
者
に
は
ご
案
内
を
通
知
し
て
い
ま
す
が
、

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

Ｂ
型
肝
炎
と
は
？

　

Ｂ
型
肝
炎
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
よ
り
起
こ
る
肝
臓
の
病

気
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ

と
で
、
体
の
中
に
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
へ
の
抵
抗
力
（
免
疫
）
が
で
き
ま
す
。

※�

予
防
接
種
を
受
け
て
も
、お
子
さ
ん
の
体
質

や
体
調
に
よ
っ
て
免
疫
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　

健
康
増
進
係　

☎
63
―
３
１
１
５

９
月
は「
高
齢
者
見
守
り 

　
　
　
　

強
化
月
間
」で
す

　

こ
の
月
間
は
、
新
潟
県
が
独
自
に
取
り

組
ん
で
い
る
も
の
で
、
高
齢
者
の
孤
立
死

や
虐
待
な
ど
の
防
止
を
目
的
に
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
９
月
と
２
月
を
「
高
齢
者

見
守
り
強
化
月
間
」
と
定
め
、
地
域
住
民

や
市
、
関
係
機
関
が
協
力
し
て
高
齢
者
を

見
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

市
で
も
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
中
、
孤
立
死
や
虐
待
な
ど
が

な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
民
生
委
員
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
見
守
り
と
は
「
特
別
何
か

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
行
っ
て
い

る
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
さ
り
げ
な
い
手
助

け
」
が
地
域
で
の
関
係
を
作
り
、
そ
れ
が

見
守
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
近
所
の
高
齢
者
を
最
近
見
か
け
な
い
」

な
ど
、
皆
さ
ん
が
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い

な
」
と
感
じ
た
ら
、
お
近
く
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
、
支
所
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
民
生
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
高
齢
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
わ
た
寮
」

　

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
福
祉
会
で
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
そ
よ
か
ぜ
（
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
施
設
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
男
性
１
人

入
居
で
き
る
方

・�

18
歳
以
上
で
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

お
り
、
簡
単
な
身
の
回
り
の
こ
と
が
で

き
る
方

・�

日
中
の
活
動
す
る
場
所
の
あ
る
方
（
就

労
し
て
い
る
方
・
通
所
系
の
事
業
所
へ

通
っ
て
い
る
方
）

・�

共
同
生
活
の
部
分
も
あ
る
た
め
、
寮
で

の
ル
ー
ル
を
守
れ
る
方

入
居
場
所　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
わ
た
寮

　
（�

佐
和
田
地
区
窪
田　

ス
ー
パ
ー
マ
ル

イ
近
隣
）

費�

用　
毎
月
４
万
円
程
度
（
家
賃
、
水
道

光
熱
費
、
食
費
、
日
用
品
な
ど
）、
そ

の
他
に
も
小
遣
い
、
医
療
費
、
交
通
費

等
が
必
要
で
す
。

そ�

の
他　
朝
夕
の
時
間
帯
は
世
話
人
が
勤

務
し
、
食
事
の
用
意
や
日
常
生
活
に
必

要
な
支
援
を
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
そ
よ
か
ぜ

　

☎
63
―
３
８
５
８

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡
イ
ベ
ン
ト
情
報

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
さ
ど
の
島
芸
術
祭
を
考
え
る
」

会
場　
多
目
的
ホ
ー
ル

日
時　
９
月
25
日
㈰
午
後
４
時
～
６
時

入
場
料　
無
料

お
問
い
合
わ
せ

　

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡�

☎
67
―
７
６
３
３

市報さど　平成28年9月号
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格 Aから Cに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
A）　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
B）　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
C）　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者の
いる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯な
どは214,000円）以下であること
③�収入月額が158,000円以上487,000円以下である
こと

④�申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、満年齢
合計が申込み日時点で70歳以下であること
⑤�同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当該賃
貸住宅の所在地に住所を移転できること

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
大野第1住宅（１階） 1 ①② - H9 耐火構造３階建て 3LDK 25,800 ～ 38,400

大野第2住宅（１、２階） 3 ④⑤ - H14 耐火構造３階建て 2LDK 38,000【定額】

相川

県営おりと団地(１階、２階、
３階、４階)

6 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300

県営炭屋町団地(１階、２階、
３階、４階)

5 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700

栄町団地のかんぞう棟(２階) 2 ①② - H3 耐火構造３階建て 3DK 21,500 ～ 42,200

栄町団地あやめ棟(２階) 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000

栄町団地あさがお棟(２階) 1 ①② - H10 耐火構造３階建て 3DK 23,400 ～ 46,000

新穂
瓜生屋第２住宅 1 ①② - H13 木造２階共同建て 3DK 23,800 ～ 46,700

青木第１住宅 1 ①② - H1 木造平屋一戸建て 3DK 16,900 ～ 25,100

畑野
後稲葉住宅団地（Ｄ棟） 1 ② ○ H13 木造平屋長屋建て 2DK 13,800 ～ 27,200

後稲葉住宅団地（Ｅ棟） 1 ③ ○ H13 木造２階共同建て 2DK 24,000【定額】

真野 新町団地 1 ①③ - H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】

赤泊

小熊団地 1 ③ ○ H17 木造２階長屋建て 1LDK 33,000【定額】

真浦団地1 1 ①② - H6 木造２階一戸建て 3LDK 23,100 ～ 34,500

真浦団地2 2 ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 18,000【定額】

■申込書類� 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先� 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限� 9 月 30 日㈮　午後５時
■入居予定� 10 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項� 入居決定後、次のことが必要です。�

◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は 1人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額�＝��（合計所得額－各種控除額）� １２

市報さど　平成28年9月号
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生活情報
　　さど

　

新
潟
県
消
費
者
行
政
課
か
ら
、
県
内
に

お
い
て
住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス
や
家
屋
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
火
災
保
険
等
の
損
害
保
険
で

対
応
で
き
る
の
で
修
理
を
勧
め
る
事
例
が

あ
る
と
の
注
意
喚
起
が
あ
り
ま
し
た
。

【
事
例
１
】

　

火
災
保
険
で
冬
期
間
の
雪
に
よ
る
被
害

と
し
て
、
屋
根
や
雨
ど
い
の
修
繕
が
無
料

で
可
能
だ
か
ら
と
、
見
知
ら
ぬ
事
業
者
か

ら
電
話
を
受
け
た
。「
３
年
前
か
ら
、
市

の
委
託
を
受
け
て
、
こ
の
よ
う
な
案
内
を

し
て
い
る
」「
一
度
、
住
宅
を
点
検
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
が
本
当
だ
ろ
う
か
。

市
の
住
宅
関
係
お
よ
び
防
災
担
当
部
に
確

認
し
た
が
、
該
当
す
る
よ
う
な
委
託
先
は

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

【
事
例
２
】

　

チ
ラ
シ
を
も
っ
て
訪
問
し
て
き
た
業
者

が
、
火
災
保
険
で
直
せ
る
の
で
雨
ど
い
を

点
検
す
る
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
気
に
な
る

箇
所
が
あ
っ
た
の
で
お
願
い
し
た
が
、
後

日
、
自
分
で
調
べ
た
ら
不
審
に
な
り
や
め

た
い
。

●
消
費
者
の
皆
さ
ま
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・�

こ
れ
ら
の
保
険
の
目
的
は
、
自
然
災
害

に
よ
っ
て
発
生
し
た
家
屋
・
家
財
の
損

害
を
補
て
ん
す
る
た
め
で
あ
り
、
家
屋

の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
に
用
い
る
こ
と
は
不

適
切
で
す
。

・�

保
険
金
が
出
た
と
し
て
も
、
申
請
代
行

し
た
業
者
が
申
請
手
数
料
を
先
取
り
す

る
ケ
ー
ス
や
契
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

場
合
に
、
多
額
の
違
約
金
を
請
求
さ
れ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

・�

自
然
災
害
で
住
宅
が
損
害
を
受
け
た
ら
、

ま
ず
は
自
分
で
損
害
保
険
会
社
か
代
理

店
に
連
絡
し
、
保
険
金
支
払
い
の
対
象

と
な
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
に
思
う
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１イ

８ヤ

８ヤ

（
嫌い
や

や
！
泣
き
寝
入
り
）

火
災
保
険
で
屋
根
や
雨
ど
い
の

　
　
　
　
　
　
修
理
が
可
能
!?

～
住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
～

今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
　
　

佐
渡
市
立
真
野
中
学
校

　

真
野
中
学
校
で
は
、
故
郷
に
生
き
、
故

郷
を
愛
す
る
生
徒
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

し
て
地
域
の
伝
統
文
化
や
自
然
に
つ
い
て

学
ぶ
「
総
合
郷
土
」
に
取
り
組
み
、
今
年

で
15
年
目
に
な
り
ま
す
。

１　
総
合
郷
土

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
う
ち
、

年
間
15
時
間
を
使
い
、
全
校
生
徒
が
学
年

を
問
わ
ず
、
10
の
講
座
か
ら
ひ
と
つ
を
選

び
、
地
域
の
方

か
ら
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

最
初
は
動
き

も
ぎ
こ
ち
な
く
、

作
品
づ
く
り
も

難
し
い
で
す
が
、

３
年
間
同
じ
講

座
で
学
ん
で

い
る
先
輩
も
い

て
、
下
級
生
に

お
手
本
を
示
し

て
教
え
る
こ
と

で
、
真
野
中
の

よ
き
伝
統
と
し

て
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま

す
。

２　
発
表
会

　

10
月
下
旬
に

行
わ
れ
る
文
化

祭
で
、学
ん
だ
こ

と
を
発
表
し
ま

す
。
伝
統
工
芸

は
作
品
展
示
で
、

伝
統
芸
能
は
ス

テ
ー
ジ
で
披
露

し
ま
す
。
地
域
・

保
護
者
と
全
校

生
徒
で
鑑
賞
し

合
う
こ
と
で
、互

い
の
努
力
の
成

果
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、

文
弥
人
形
や
狂

言
、リ
コ
ー
ダ
ー
は
、地
域
の
芸
能
祭
な
ど

に
も
参
加
し
、好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

毎
年
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
講
師
の

先
生
方
か
ら
は
「
伝
統
を
受
け
継
が
せ
た

い
」
と
い
う
想
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
想
い
に
応
え
、
今
後
も
全
校
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
講
座
】　

狂
言
・
文
弥
人
形
・
佐
渡

お
け
さ
・
和
太
鼓
・
生
花
・
茶
道
・

竹
細
工
・
工
芸
（
は
っ
た
ん
灯
籠
）・

ジ
オ
パ
ー
ク
・�

リ
コ
ー
ダ
ー

◆
市
教
育
委
員
会�

学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８
（
両
津
支
所
内
）

市報さど　平成28年9月号
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■
小
学
生
が
ト
キ
解
説
員
に

　

行
谷
小
学
校
の

児
童
延
べ
65
人
が

８
月
８
日
か
ら
10

日
ま
で
の
３
日
間

に
渡
り
、
ト
キ
解

説
員
と
し
て
ト
キ

の
森
公
園
の
来
場

者
に
ト
キ
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
パ

ネ
ル
を
使
っ
て
、
ト
キ
に
つ
い
て
説
明
し

た
り
ク
イ
ズ
を
出
し
た
り
し
ま
し
た
。
説

明
を
聞
い
て
い
た
人
た
ち
も
児
童
た
ち
の

説
明
に
耳
を
傾
け
、
初
め
て
知
る
ト
キ
の

生
態
に
「
へ
ぇ
ー
！
」「
そ
う
な
ん
だ
！
」

と
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

と
き
わ
会
様
（
新
潟
市
）
と
株
式
会
社

セ
ー
ブ
オ
ン
様
（
群
馬
県
前
橋
市
）
よ
り

ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
の
寄
付
金
を

贈
呈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

と
き
わ
会
様
は

佐
渡
出
身
者
や
新

潟
市
近
郊
在
住
者

な
ど
で
構
成
さ
れ

る
異
業
種
交
流
を
目
的
と
し
た
団
体
で
、

佐
渡
市
合
併
当
初
か
ら
毎
年
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
回
で
13
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
株
式

会
社
セ
ー
ブ
オ

ン
様
は
平
成
23

年
５
月
に
佐
渡

市
と
包
括
的
連

携
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
佐
渡

島
内
の
９
店
舗

で
販
売
さ
れ
て

い
る
ト
キ
関
連
グ
ッ
ズ
の
売
上
げ
の
一
部

を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

頂
い
た
ご
芳
志
は
ト
キ
野
生
復
帰
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
ト
キ
交
流
会
館
利
用
停
止
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

ト
キ
交
流
会
館
の
改
修
工
事
に
伴

い
、
９
月
７
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

会
館
の
利
用
を
停
止
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆�

市
役
所
農
林
水
産
課
農
業
政
策
室

　

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

韓
国・済チ

ェ
　ジ
ュ州
島
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
が
佐
渡
を
訪
れ
ま
し
た
！

　

７
月
27
日
～
28
日
に
か
け
て
朱
鷺
メ
ッ

セ
を
会
場
に
『
ジ
オ
パ
ー
ク
新
潟
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
29

日
に
は
国
際
会
議
に
参
加
し
た
研
究
者
や

行
政
関
係
者
が
佐
渡
を
訪
れ
、
相
川
、
小

木
、
国
中
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
見
学
し
ま
し

た
。
そ
の
参
加
者
の
う
ち
、
韓
国
の
済
州

島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
ョ
ン
博
士
、
リ
ー
博

士
が
佐
渡
に
残
り
、
２
日
間
に
渡
っ
て
島

内
の
視
察
や
ジ
オ
ガ
イ
ド
と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

済
州
島
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
進
め
る
世
界

自
然
遺
産
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
、
エ
コ

パ
ー
ク
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
認
定
を

受
け
た
島
で
す
。
佐
渡
で
活
動
す
る
ジ
オ

ガ
イ
ド
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
ガ
イ
ド

か
ら
挙
が
っ
た
「
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

運
営
方
法
」
や
「
済
州
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

ガ
イ
ド
の
活
動
」
な
ど
に
つ
い
て
、
２
人

の
博
士
が
丁
寧
に
答
え
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
と
い
う
共
通
点
を
持
つ
済
州
島
と
佐

渡
は
、
複
数
の
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め

て
い
る
点
や
観
光
地
で
あ
る
点
な
ど
非
常

に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
先
進
地
で
あ
る
済

州
島
関
係
者
の
来
島
は
と
て
も
良
い
刺

激
と
な
り
ま
し
た
。
「
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
」
と
言
わ
れ
る
中
、

お
互
い
の
地
域
を
来
訪
し
て
視
察
を
し
た

り
、
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
、
お
互
い
の

地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
を

多
く
の
関
係
者
が
実
感
す
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
142

◆
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

ジオガイドと意見交換を行う 
ジョン博士

平根崎の視察

パネルを使ってトキの説明をする児童ときわ会　様

株式会社セーブオン　様

市報さど　平成28年9月号



19

鶴
子
銀
山
⑷　

上
杉
謙
信
と
外
山
茂
右
衛
門

　

天
文
11
（
１
５
４
２
）
年
夏
、
越
後
寺

泊
の
商
人
外
山
茂
右
衛
門
は
、
沢
根
の
地

頭
本
間
摂
津
守
に
願
い
出
て
、
１
ヵ
月
に

銀
１
０
０
枚
を
上
納
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

鶴
子
沢
上
流
で
銀
山
を
開
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、こ
の
地
は「
百

枚
平
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

銀
１
枚
は
、銀
43
匁
（
約
１
６
１
グ
ラ
ム
）

に
あ
た
る
の
で
、
銀
１
０
０
枚
は
お
お
よ

そ
16
．
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
石
見
銀
山
を
開
発
し
て

い
た
博
多
の
商
人
神
屋
寿じ
ゅ

禎て
い

は
、
山
陰
・

山
陽
の
西
部
一
帯
を
治
め
て
い
た
大
名
の

大
内
氏
へ
、
天
文
２
（
１
５
３
３
）
年
に

は
１
ヵ
月
に
銀
１
０
０
枚
を
納
め
て
い
ま

し
た
。
こ
の
年
に
灰
吹
法
の
技
術
者
を
朝

鮮
か
ら
招
い
た
の
で
、
銀
の
生
産
が
飛
躍

的
に
伸
び
、
天
文
12
（
１
５
４
３
）
年
に

は
、
１
ヵ
月
に
銀
５
０
０
枚
（
約
80
．
５

キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
上
納
す
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
頃
の
鶴
子
は
、
18
世
紀
末

に
編
ま
れ
た
史
書
『
佐
渡
志
』
に
、「
功

い
ま
だ
成
さ
ざ
る
を
嘆
き
、
の
ち
越
後
の

国
の
領
主
上
杉
謙
信
に
か
く
と
訴
え
れ

ば
、
入
道
が
下
知
と
し
て
、
同
国
魚
沼
郡

上
田
村
の
金か
な

穿ほ
り

人
夫
数
百
人
を
渡
ら
し
め

て
、
天
文
の
末
弘
治
頃
（
１
５
４
８
～

１
５
５
８
）
ま
で
銀
銅
を
得
た
る
中
に
金

も
少
し
く
交
り
た
れ
ど
も
、
費
用
を
補
お
ぎ
な
う

に
至
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
思

わ
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
も
鶴
子
銀
山
は
、
永
禄
２

（
１
５
５
９
）
年
６
月
、
謙
信
（
当
時
長

尾
景
虎
）
が
上
洛
し
た
折
、
京
都
の
神
社

や
寺
院
へ
寄
進
す
る
大
量
の
銀
を
ま
か
な

い
、「
上
杉
年
譜
」
に
「
年
々
そ
の
産
限

り
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
上

杉
氏
を
支
え
る
有
力
な
銀
山
で
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　
（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
63
―
５
１
３
６

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

　

佐
渡
市
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
レ
ゴ
ン
州
か
ら

参
り
ま
し
たD

uong�Vy�H
oang�

（
デ
ュ

オ
ン
・
ヴ
ィ
・
ホ
ア
ン
）�

と
申
し
ま
す
。

８
月
３
日
か
ら
市
役
所
の
国
際
交
流
員
と

し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

　

私
は
、
子
供
の
頃
か
ら
日
本
の
ア
ニ
メ

が
好
き
で
、そ
の
中
で
も
「
ポ
ケ
モ
ン
」
と

「
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
」
が
大

好
き
で
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
ア
ニ
メ
を
通
じ
て
日
本
の
文

化
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

日
本
の
音
楽
に
も
興
味
が
あ
り
、
歌
詞
を

覚
え
て
音
楽
を
楽
し
む
の
と
同
時
に
、
日

本
語
の
勉
強
も
し
ま
し
た
。

　

私
が
、
日
本
語
を
勉
強
し
始
め
た
の
は
、

高
校
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
高
校
３
年
生

の
時
に
、
日
米
水
環
境
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム�

（
日
本
人
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
を
学
ぶ
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
で
、
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
研
修
で
、
新
潟
・
佐
渡
を
訪
れ
、

環
境
へ
の
取
組
や
環
境
問
題
に
対
す
る
真

摯
な
姿
勢
に
感
動
し
て
、
日
本
へ
の
興
味

が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
大
学

で
は
、
そ
の
影
響
も
あ
り
、
よ
り
日
本
に

つ
い
て
勉
強
す
る
た
め
に
、
日
本
語
を
専

攻
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の

文
化
や
歴
史
、
社
会
問
題
を
勉
強
す
る
中

で
、
日
本
語
を
活
か
し
た
い
、
日
本
で
働

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
、
国

際
交
流
員
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

今
こ
う
や
っ
て
、
日
本
で
、
そ
し
て
高

校
生
時
代
に
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
佐
渡
島

で
国
際
交
流
員
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

高
校
生
の
時
に
滞
在
し
た
佐
渡
は
、
小

さ
な
島
で
す
が
、
街
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ

る
ほ
ど
自
然
豊
か
で
き
れ
い
な
印
象
で
し

た
。
た
だ
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
佐

渡
島
の
全
て
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
赴
任

で
は
、
佐
渡
の
全
て
を
し
っ
か
り
と
時
間

を
か
け
て
理
解
し
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
、

世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
英
語
講
座
な
ど
を
通
じ
て
、
佐
渡

の
皆
さ
ま
と
も
交
流
を
深
め
ら
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
日
本
語
は
上
手
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
仕
事
で
も
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
を

し
て
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は  

　
国
際
交
流
員
で
す

鶴子銀山百枚平にある露頭掘り跡

市報さど　平成28年9月号



20

Ｂ
＆
Ｇ
佐
渡
海
洋
ク
ラ
ブ（
小
木
地
区
）

　
「
Ｂ
＆
Ｇ
佐
渡
海
洋
ク
ラ
ブ
」は
、海
洋

性
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
、海
に
関
す
る
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、ク
ラ
ブ
員
の
体
力

向
上
や
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
18
日（
月
・
祝
）、羽
茂
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
周
辺
を
会
場
に
、カ
ヌ
ー
体

験
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
体
験
を
し
ま
し

た
。回
を
重
ね
る
ご

と
に
カ
ヌ
ー
の
技

術
も
向
上
し
、ま
た

他
校
の
生
徒
と
の

交
流
も
深
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
ヨ
ッ
ト

体
験
や
ジ
オ
パ
ー

ク
探
検
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、多
く
の
児

童
か
ら
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、更
に
充

実
し
た
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。～

友
好
と
親
善
～ 

第
67
回
両
泊
親
善
体
育
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
泊
地
区
）

　

長
岡
市（
寺
泊
地
区
）と
佐
渡
市（
赤
泊

地
区
）と
の
友
好
と
親
善
を
目
的
と
し
た

「
第
67
回
両
泊
親
善
体
育
大
会
」を
７
月

２
日
㈯
・
３
日
㈰
に
長
岡
市
寺
泊
地
区
を

会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、昭
和
11
年
に
両
地
区
の
青

年
団
に
よ
る
陸
上
競
技
の
対
抗
戦
が
始
ま

り
で
あ
り
、現
在
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
他
に

野
球
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
な
ど
、球
技
を
主
体
と
す
る
10
種
目
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、猛
暑
日
の
な
か
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、競
技
終
了
後
に
は
、互

い
の
健
闘
を
た
た
え
あ
う
親
睦
会
を
行
い
、

初
対
面
の
人
で

も
和
気
あ
い
あ

い
と
交
流
を

深
め
、来
年
の

赤
泊
地
区
で
の

再
会
を
約
束

し
て
、無
事
に

大
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（両津支所内）
☎２７─４１８５

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

カヌーを楽しむクラブ員

熱い戦いのバレーボール

【知って便利♪ 図書館活用術！】
Ｑ１  読みたい本が市の図書館にはありません。書店でも品切

れと言われてしまい、読む方法はありますか？ 

A�島外の図書館から取り寄せることができます。その際は、原
則として、片道分の送料をご負担いただくことになります。た
だし次の図書館から取り寄せるときは、送料はいただきません。

　・新潟県立図書館　　・新潟大学附属図書館
　・国立国会図書館（中央・真野図書館のみの館内閲覧）
　　※資料によっては、館外への貸出ができないものもあります。

Ｑ２  図書館の資料には事典類や新聞など、貸出ができないも
のがありますが、コピーはできますか？

A�図書館では著作権法の範囲内で図書館の資料をコピーするこ
とができます。大きさはＡ３サイズまで、白黒のみです。複
写料金は1枚 20円です。

　�　当日の新聞や、雑誌の最新号、お客さまご自身の持ち込み
資料は、コピーできません。

Ｑ３ 図書館のホームページの便利な使い方は？

A�ホームページから本や雑誌を予約することができます。
　�　また、貸出状況や予約状況を確認することができます。ご
利用にあたり、あらかじめ図書館や図書室の窓口でパスワー
ドを登録する必要があります。

�資料紹介��
「佐渡しなしな歩き」
高木ひでこ写真・文　雷鳥社
　夏になるたびに、きっとまた行きたくなる。イカ
の天日干し、稲鯨の港、
小学校のプール…。
　佐渡に10 年以上通
い続ける著者が、歩く
と見えてくるもうひとつ
の佐渡を写した写真集。

「佐渡人のくらしをつむぐ」
佐渡ジャーナル出版局 
企画・編集
佐渡人のくらしをつむぐ会発行
　佐渡の在住、佐渡出身者ま
た佐渡にゆかりのある方13人
の寄稿文。
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司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
9
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮�

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・�

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・

死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

�

☎
51
―
４
０
７
７（
9
月
14
日
以
降
の
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
9
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮�

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・
固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

首都圏情報コーナー

「小木おけさ愛好会」お披露目！！
　７月３日㈰、新宿区信濃
町で20回目を迎えた関東
小木人会総会・懇親会が開
催されました。
　関東小木人会では、由緒
ある小木の伝統文化・芸能
を首都圏でもう一度立上げ
後世に継承するため、昨年
「小木おけさ愛好会」を設立し、定期的な練習を重ね、今
回お披露目となりました。
　総会では、小木行政サービスセンター高津センター長から
佐渡市ならびに昨年開校した「南佐渡中学校」の近況等の
紹介がされ、また、懇親会では、小木町商工会木村会長か
ら「小木港祭り」と「アースセレブレーション」の紹介がされ
ました。その後、若波会による佐渡民謡に続き、「佐渡おけ
さ大輪踊り」に全員が参加し、会場一杯の熱気は小木港祭
りを思わせるものでした。なお、本年度は「会長および監査」
の改選期であり、新体制が原案通り承認されました。今後
の発展が期待されます。最後に、参加者一同で「ふるさと」
を合唱し、次回の再会を約して散会しました。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）

小木おけさ演舞

佐渡空港「空の日」 
イベントを開催します
　佐渡空港では、
空港を身近に感じ親
しんでいただくため、
「空の日」イベントを
開催します。
　今年は航空機展
示のほか、セスナ機による遊覧飛行も実
施します。
　ご家族、ご友人等お誘い合わせのうえ、
ぜひお越しください。
日時　９月22日（木・祝）
　　　午前９時30 分～午後３時30 分
※悪天候の際は中止となります。

場所　佐渡空港（秋津1814-3）
イベント内容
　�セスナ機による遊覧飛行、航空機展示、
空の日グッズ等のプレゼント（中学生以
下）など
お問い合わせ
佐渡空港「空の日」実行委員会事務局
佐渡地域振興局地域整備部（港湾空港）
　☎２７―３３１１

���　8 月 10 日発行の「市報さど 8月号（№ 150）」21ページ目の『首都圏情報コーナー』について、誤
りがありました。お詫びして訂正します。

���������正�「アッリエーヴォ・リコーダー・オーケストラ」�　誤�「羽茂リコーダーサークル」

訂正

市報さど　平成28年9月号
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 7/22～ 8/22届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 加茂歌代 市　橋　秀　男 88 7.26
　〃 和木 畠　山　精　一 91 7.28
　〃 原黒 本　間　晴　雄 76 7.29
　〃 上横山 神　蔵　久　一 69 8.  5
　〃 両津湊 大　野　ミヨノ 88 8.  5
　〃 梅津 市　川　力　三 53 8.  7
　〃 梅津 萩　原　　　律 93 8.14
　〃 歌見 後　藤　康　治 94 8.15
　〃 梅津 　村　千　春 81 8.16
　〃 吾潟 葉　梨　シ　ン 96 8.16
　〃 両津湊 栗　山　清　野 85 8.17
　〃 両津湊 栁　澤　吉　照 85 8.22
　〃 両津湊 藤　井　源　市 81 8.22
　〃 加茂歌代 齋　藤　カ　ヨ 85 8.22
相　川 石名 山　本　俊　雄 86 7.25
　〃 相川水金町 瀧　澤　　　江 97 7.26
　〃 相川大浦 佐　藤　ハ　ナ 91 7.29
　〃 相川下戸町 木　村　克　弘 87 8.  1
　〃 米郷 　　地　ハ　ナ 88 8.  2
　〃 相川羽田村 中　島　太　作 97 8.  6
　〃 戸中 杉　山　美津惠 84 8.10
　〃 入川 計　良　シ　ズ 90 8.12
　〃 入川 樋　口　シ　ヅ 95 8.15
　〃 小川 菊　地　トシヱ 89 8.18
　〃 相川下戸村 岩　倉　和　雄 70 8.19
　〃 相川一町目 伊　藤　智　惠 97 8.21
　〃 相川鹿伏 篠　原　琢　海 4 8.20
佐和田 窪田 加　藤　マ　ス 97 7.23
　〃 青野 　　城　正　利 89 8.  6
　〃 沢根町 古　城　儀太郎 85 8.  9
　〃 八幡町 加　藤　高　義 81 8.  9
　〃 河原田諏訪町 伊　藤　完　 95 8.  9
　〃 河原田諏訪町 長　嶋　ナツ子 94 8.14
金　井 大和 水　口　秀　雄 87 7.22
　〃 千種 本　間　正　人 80 7.23
　〃 水渡田 野　㞍　金　治 86 7.23
　〃 泉 川　上　正　志 58 7.26

金　井 貝塚 野　口　綾　子 94 7.27
　〃 千種 藤　井　清　志 46 7.31
　〃 金井新保 大　平　　　勉 85 8.  5
　〃 三瀬川 渡　部　雛　代 83 8.  9
　〃 千種 隅　田　篤　之 90 8.19
　〃 中興 鈴　木　久　夫 66 8.20
新　穂 新穂潟上 後　藤　ミサヲ 100 7.27
　〃 新穂北方 後　藤　正　直 88 7.27
　〃 新穂正明寺 川　上　モ　ト 90 8.  3
　〃 新穂長畝 硲　　　ウメノ 90 8.12
　〃 新穂井内 本　間　ミサヲ 93 8.14
　〃 新穂 土　屋　ミヨ子 88 8.20
畑　野 宮川 羽二生　ア　キ 83 7.27
　〃 栗野江 岩　﨑　光　義 78 7.28
　〃 坊ケ浦 加　藤　弘　子 73 8.  3
　〃 丸山 細　木　ヒサ子 88 8.  3
　〃 畑野 本　間　　　盛 78 8.11
　〃 畑野 本　間　金　雄 88 8.19
真　野 金丸 鈴　木　イ　ヨ 93 7.22
　〃 真野新町 笠　井　義　夫 82 7.24
　〃 真野 臼　杵　　志江 90 7.26
　〃 吉岡 臼　杵　　太郎 90 7.31
　〃 真野新町 本　間　キ　ミ 90 7.31
　〃 吉岡 曽　我　昭　二 89 8.  1
　〃 金丸 遠　藤　カ　ヨ 90 8.  4
　〃 滝脇 薄　木　　　衛 81 8.10
　〃 静平 加　藤　ム　ツ 88 8.19
　〃 四日町 臼　木　　　昭 88 8.19
小　木 小木町 菱　川　富　江 85 7.29
　〃 小木町 藤　田　智榮男 68 8.  2
　〃 小木町 齋　藤　守　 95 8.11
羽　茂 羽茂上山田 嶋　倉　　　博 87 7.23
　〃 羽茂大石 酒　井　ハ　ル 98 7.27
　〃 羽茂大石 中　平　和　明 70 7.31
　〃 羽茂大橋 村　川　　　豊 83 8.  8
　〃 羽茂本郷 風　間　光　江 93 8.  9
　〃 羽茂本郷 本　間　ハ　ル 92 8.16
赤　泊 下川茂 和　泉　四　郎 84 8.16

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 梅津 北　　　海　歩 公介 7.27
　〃 潟端 和　田　あおば 義典 7.31
　〃 水津 谷　　　昴　瑠 圭介 8.  3
　〃 住吉 石　口　香　乃 博章 8.  8
佐和田 東大通 廣　澤　多　実 卓郎 7.12
　〃 長木 親　松　朔　都 健太 7.27
　〃 八幡 若　林　龍之介 孝尚 8.  1
　〃 窪田 藤　井　晃　成 貴寛 8.  4
　〃 青野 山　崎　夏　華 優香 8.  5
　〃 上矢馳 滝　川　千　夏 邦彦 8.11
金　井 千種 石　井　景　子 真 7.27
　〃 三瀬川 山　城　百　華 尚人 7.28
　〃 千種 後　藤　孝　太 雅博 7.29
　〃 千種 小　田　涼　夏 和也 8.  2
　〃 泉 西　川　翔　海 正人 8.  6
　〃 千種 中　畑　夏　央 遼 8.  6

新　穂 新穂長畝 杉　坂　彩　華 芳樹 8.12
　〃 新穂長畝 田　沼　紗　恵 功児 8.14
畑　野 畑野 織　田　夏　凛 正利 7.29
真　野 四日町 印　銀　爽　空 寿洋 7.21
　〃 真野新町 若　林　　　周 英哉 8.  3
　〃 竹田 中　川　愛　菜 洸一 8.  6
　〃 金丸 中　村　灯　志 和樹 8.10
小　木 小木町 菊　地　紗　瑛 隆伸 7.11
　〃 木流 菊　地　咲　蘭 開 7.22
　〃 小木 駒　形　　　律 慎也 7.23
　〃 井坪 堀　口　朝　陽 晃一 7.24
　〃 小木 逸　見　莉　央 豊 7.28
　〃 小木大浦 小　田　真　暉 洋介 8.16
羽　茂 羽茂大崎 竹　内　華　子 康太郎 7.17
赤　泊 南新保 石　崎　夏　瑛 義典 7.22
　〃 徳和 菊　池　健　心 晃大 8.11

（かいほ）

（あおば）

（すばる）

（かの）

（たみ）

（さくと）

（りゅうのすけ）

（こうせい）

（なつか）

（ちなつ）

（けいこ）

（ももか）

（こうた）

（すずか）

（かける）

（なお）

（いろは）

（さえ）

（かりん）

（さく）

（あまね）

（あいな）

（あかし）

（さえ）

（さら）

（りつ）

（あさひ）

（りお）

（まさき）

（はなこ）

（かえ）

（けんしん）
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地産地消のお店（サドメシラン）を紹介します！
「サドメシラン」は佐渡の食材（サドメシ）が駆け巡る（ラン）という願いを込めた造語です。

佐渡市が「地産地消のお店」と認定している飲食店、ホテル・旅館、直売所などをご紹介いたします。

めおと岩ドライブイン
高瀬１２６７- ５　☎７６－２５１１

　佐渡を代表する景勝地「夫
婦（めおと）岩」にあるドライ
ブインです。佐渡に４店舗ある
「佐渡天然ブリカツ丼」の提
供店です。
　レストランでは、朱鷺と暮ら
す郷認証米を使用している
ほか、旬の海産物をふんだん
に使用したバラエティー豊か
なメニューが並びます。
　併設の塩工房では海水を薪で焚き上げた自然塩を
製造しており、オリジナル商品の「夫婦岩エン結び」は日
本おみやげアカデミーグランプリで金賞を受賞しました。
　館内にある箪笥博物館には、船箪笥、小木箪笥、八幡
箪笥などの佐渡箪笥をはじめとした古美術品が多数展
示されています。
■ホームページ：http://sado.meoto.net/

民宿桃華園
金井新保乙１６３６-１ ☎６３－２２２１
　金北山の麓に位置し、
豊かな自然と美味しい空
気に囲まれた一軒宿です。
　ハチメ、ノドグロ、タ
イなどの焼き魚に刺身、
飛び魚のすりみ汁やサザ
エのつぼ焼き、いごねり
やのっぺといった郷土料
理、原生林に自生する山
菜やきのこなど、佐渡産
の食材を使った無添加、低農薬、体に優しいお料理
を提供しています。
　古式豊かな伝統サウナ「塩釜風呂」は全国でもた
いへん珍しい乾式サウナです。
　玄米菜食やアトピー対応食も、ご要望に応じてご
用意いたします。
■ホームページ：http://www.on.rim.or.jp/~toukaen/

佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 30

※郷土料理集「さどごはん」に掲載しています。
お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１
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〈作り方〉
①�金時豆は一晩水に浸けておく。
②��①を踊らないように弱火で煮て、砂糖50gで甘めに
しっかり味付けする。

③�八幡いもは洗って、皮ごと水から茹でる。
④�茹で上がったら皮をむいて潰し、裏ごしする。
⑤�砂糖３０ｇを加えて混ぜる。
⑥�②で味付けした金時豆を⑤に混ぜる。

＜材料＞　４人分
金時豆�……………………………… 60ｇ
砂糖�………………………………… 50ｇ
八幡いも�…………………………… 500 ｇ
砂糖�………………………………… 30ｇ

【特徴】�「八幡芋」は佐渡の伝統野菜の一つに数えられています。
　佐渡原産、八幡地区本来の「八幡芋」は、細長い形が多く、
粘りが強いのが特徴です。

「サドメシラン認定店」とは　佐渡産食材をふんだんに使用し、「地産地消のお店」として佐渡市が認定したお店です。佐渡産
食材をたくさん消費することは、佐渡の生産者の元氣にもつながります。地産地消のお店で佐渡産食材をたくさん食べて、身
体も佐渡も元氣にしましょう！

サドメシラン（地産地消のお店）認定店舗を募集しています！！

八幡いものきんとん

お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１
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市の面積　855.61㎢（平成26年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成25年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ��市役所地域振興課（情報統計係）��
☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者�㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成をお願いします。詳しくは、市役所総合政
策課広報広聴係（☎63‐3802）へお問い合わせください。

アミューズメント佐渡自主事業のお知らせ

劇団前進座創立85周年記念公演

「たいこどんどん」
開 場：午後６時　開 演：午後６時30分
会 場：アミューズメント佐渡　大ホール
入場料：全席指定� 大人4,500円�
� � 高校生以下�2,000円�
� ※未就学児のご入場はご遠慮願います。

平 原 綾 香  
CONCERT TOUR 2016 ～ LOVE～

開 場：午後４時30分　�開 演：午後５時
会 場：アミューズメント佐渡　大ホール
入場料：全席指定�6,000 円
� ※未就学児のご入場はご遠慮願います。

お問い合わせ� アミューズメント佐渡（佐渡中央文化会館）　☎５２―２００１
� 午前９時～午後５時（土日祝日と月曜、祝日の翌日を除く）

チケット販売：丸屋書店、曽我商店、ヤマゴ、ホンマ衣料品店、本間書店、玉箋堂、佐渡市スポーツ協会�
� アミューズメント佐渡

日時

10/11
日時

10/16
火 日




